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第 1 章 1920年代におけるソピエト管理論の生成と発達
第 1 節労働と管理の科学的組織をめざす運動の組織的諸形態






第 2 章 1930~50年代における管理論の方法論的研究の縮少の原因。社会主義の政治経済学の
生成と管理論発達におけるその役割









































































第 1 章 1920年代におけるソビエト管理論の生成と発達
第 1 節 労働と管理の科学的組織をめざす運動の組織的諸形態
10月武装蜂起のつぎの日に，政治権力をその手中に握ったプロレタリアートは，はやくも，







歴史的経験.lI. 1983年. 6~7 ページ〉。




















faCTes)，ベー・ケルジェンツェフ (n. Kep)l{eHI.J;es) , ベー・ポポフ(口.日onos) , イエ・ロ
ズミログィチ (E. P03MHpOSH可)， オー・エルマンスキー (0. EpMaHCK目前)， イー・プルジャ
シスキー (YI. 5yp江田CKH負)， エフ・ドウナエフスキー (φ. 且yHaescKH負)，等々〕が資本主義
諸国の労働の科学的組織 (HOT) の建立や管理の合理化を視察するために外国出張へと出発し





(2) IF党中央委員会の大会・協議会・総会の決議・決定における共産党jJ，第 2 巻， 1970年， 151ベージ。
(3) たとえば， レーニンは中央労働研究所所長ガスチェフから研究所に必要な設備が欠けていることを
きき，ただちにしかるべき処置を採っている。〔レーニン全集(露版)， 52巻， 244~245ページ。 (1ア・
アリスキーへ 6 月 3 日 J)J
(4) レーニン全集(露版)， 45巻， 154~155ページ。 (1副議長の活動についての決定J)
(5) ソビエト歴史学者の研究によれば， レーニンの蔵書には，フ手ルジョア学者(管理科学のパイオニア




(6) レーニン全集(露版)， 45巻， 395ベージ (1量は少なくとも，質のよいものをJ)
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ず，科学的労働組織 (HOT) 運動の 4 つの方向について述べている。(例えば，ケルジェンツェフ
『科学的労働組織』一一これは，アー・シチェルパヌィ編『労働と管理の科学的組織~. 1965年， 58ペ
ージに再録されている;オー・ディニェコ『ソ連邦の管理科学~， 43ページを参照〉。
(9) W管理技術~ 1926年， No. 1 , 107ページ。




ばならなかった。「オルグストイロ J は充分な資金なしにその活動を開始したが，半年で 12000
ノレーブ、ルの自己「資本J を創りだL2! と指摘しておくことも必要であろう。また， rオノレグ
ストロイ J の活動の部門間的性格も 20年代の典型的なものであった。 rオルグストロイ J のサ














おこなわれたもう 1 つの形態は， (行政・コンサルティング的性格をもっていた)労働と管理
の科学的組織における官庁組織，の創設であった。
このようなタイプの組織のなかでは，なによりもまず，以下のものに注目しなければなら
ないであろう。最高国民経済会議附属生産の科学的組織委員会代OMHCCHH no OpraHH3aUHH 
HaylfHo負 nOCTaHOBKH npOH3BO瓦CTBa) (これは1920年に組織され， 1922年に科学的生産組織部
(OT,l{e.n HaylfHo抗 opraHH3aUHH npOH3BO，l{CTBa) へと改組された]，最高国民経済会議軍事工業グ
ラフグ技術部附属中央生産組織ピュロー (1921年)，交通人民委員部最高技術委員会附属科学

















的労働組織 (HOT) セグション(1920年)，交通人民委員部附属交通労働科学協議会 (Oco6oe











ロ一等々)も科学的労働組織 (HOT) 運動において特別な役割を果たした。科学的労働組織 (H
OT) 運動のこの方向は現代の文献では余り解明されていない。だが， 第 2 回科学的労働組織










ではあるが，区別することができる。第 1 の段階 (1922'"'-'23年)では，これらの専門機関は実
験室 (orrbITHbIe CTaH則的の形で発生したのであり，これは厳密な意味での実践・合理化機関





(15) イ z ・ロズミロヴィチ「国家機関における組織ピュロー活動の現在の状態と展望J (W管理技術』
1925年， No. 4) 3 ページ。
(16) アー・ゴリツマン「合理化の入口からJ (W経済と管理jJ 1926年， No. 3) 13ページ。





































団的方法J 11経済と管理.!l 1926年， No. 1) 65ページ。
(21) イェ・ロズミロヴィチ，前掲稿， 4 ページ。
(22) これがどれほど重要であったかは， レーニンが全ソ消費組合中央連合附属中央労働研究所実験室の
活動について同志ヒンチューグに個人的にたずねたという事実からも，判断することができる。(イ


















ったが，科学から実践への「伝導ベノレト J へと転化したのだO ただし現実には， このような機
関は，なんらかの企業や省にとって，一時的な偶然的な性格をもつものでしかなった。


















































る。これは科学的労働組織 (HOT) 運動の最も大衆的な組織であり， レーニソが名誉代表に選
ばれている。ケルジェンツェフが同盟代表に就任した。この誕生は，時間の節的，同盟会員へ
の「組織的技能J の養成(これは極めて重要である)，科学的労働組織 (HOT) 原則をめざす
(24) W管理技術~ 1925年， No.12, 88ページ。
(25) ヴェ・グィビイ、ンェフ「諸官庁別自主合理化J (W ノットと経済~ 1927年， No. 2) 7~8 ページ。
(26) W合理化をめざして~， 1928年， No. 8 , 11~12ページ。






となった。 1924年， <(時間〉同盟は〈時間〉一〈科学的労働組織 (HOT)}> 同盟と名称変更し，
また数年の年月を経て〈科学的労働組織 (HOT)}> 同盟と変更された。 1925年 2 月 17 日にソ連
邦人民委員会議が〈科学的労働組織 (HOT)}> 同盟定款を定めたが，それによると，ケノレジェン
ツェフ，イー・シピリレイン(l1. lllmwbpe説H，)，イー・ザールキンド (11. 3aJIKHH江)，エム・
























(28) W管理技術dI 1926年， No. 2 , 88~89ページ。
(29) アー・カクトウヌィ í{時間〉同盟ーノット同盟を経て大衆的な創造的活動へJ (W時間dI 1924年，
NO.10 ・ 11) 5 ページ。
(30) ベー・ケルジェンツェフ『組織原則d1， 1968年， 453ページ。





























働と生産そして管理の科学的組織の会議 (COBHOT) (以下これを科学的労働組織会議 (HOT) 会
議と略するー訳者〕であった。このメンバーは労働と生産そして管理の科学的組織を研究し導
入した諸施設の代表者である。 1923年12月，人民委員部はノット会議 (COBHOT) 規定を採択
した。それによれば，科学的労働組織会議 (COBHOT) はソ連邦労農監督局人民委員部協議会附
属の常設審議機関であり， rソ連邦の科学的労働組織 (HOT) に関する調査研究機関や実践機
関および組織(研究所，科学的組織ピュロー，研究室，協会，学会等々)を連合し，労農監督
局人民委員部の基本課題に応じて，それらの活動を調整し計画J したので、ある。
(3) [f'第一回全露労働と生産の科学的組織会議報告集.lI，第 1 集， 1921年， 8 ベージ。
(34) イー・ブ、ルジャンスキー「最高の段階へJ ([f'合理化をめざして.lI 1929年， No. 7) 14ページ。
(35) [f'中央委員会の大会，評議会そして総会の決議と決定における共産党.lI，第 2 巻， 445ページo























ノット会議 (COBHOT) の新しい課題はつぎのように公式化された。 (1)実践と科学の(労働生
産性を高めるために我々の経済に適用できる)業績を研究し体系化すること， (2)労農監督局の
業務活動の領域において科学的な鑑定を実施すること， (3)国家機関の改善に関する理論的方法

































に集団的意見交換の必要性があらわれた。 1921年 1 月 20日，モスクワにおいて，第 1 回
全露労働と生産の科学的組織のイニシアティプ会議(口epBa兄 BcepOCCHHCKa釘 HHHIJ;HaTHBHa冗
KOHφepeHIJ;HH no Hay叩0負 opraHH3aIJ;HH Tpy,na H npOH3BO，nCTBa) が開催された。会議の組織者
が交通人民委員部であったにもかかわらず，そこで、議論された諸問題は輸送部門の範囲をはる
かに越えていた。これについては，例えば，社会主義社会における労働組織，経済における計





された。 (1)機械生産，特に鉄道工場における仕事の組織， (2)鉄道輸送における仕事の組織， (3) 






























第 1 回会議の全体決議では，つぎのようなかなり熟した科学的労働組織 (HOT) 定義が公式



















第 1 回会議後に，科学的労働組織 (HOT) の旗のもとに管理問題が襲撃し，ソビエト管理科学
の急速な発達の時期がはじまったので、ある。 20年代にはいって，ガスチェフ，ケルジェンツェ

























(43) IF労働組織.lI 1921年， No. 1 , 87ベージO
(44) たとえば， アー・ドブロヴォリスキー， エヌ・ソコロフ「研究・合理化方法の基礎J CIF ノットと








周知のごとく， ~科学的管理〉という術語は，テイラー (F. Taylor) によって， 19世紀と 20世
紀の変り目に，企業における労働合理化領域の新しいアプローチあるいは方向を表示するため
に，用いられた。ポーランドの著名な学者であるアダメツキ (K Adamiecki) によれば，テイ
ラーの術語はすぐにル・シャトリエ (H. Le Chatelier) によって〈科学的労働組織〉として





イラーおよびその後継者たち(ガント H. Gantt，ギノレプレス F. Gilbreth エマーソン H. Em 
erson，など)だけではなく，ブルジョア科学の現代の重鎮たち(アーウィックL. Urwick, 














て，管理への国民経済的アプローチが特徴的であった。たとえば，エス・チャホーチン (C. lJaXOTJ:IH) 
は i 合理的な組織の諸原則の巨大な国家有機体への…適用の可能性に関する問題」を考察していた。
(エス・チャホーチン『組織:原則と方法~， 1924年， 66ページ。〉
(46) カー・アダメツキ『組織科学について~， 1972年， 153ページ。
(47) F ・テイラー『工業企業の管理・技術的組織~ (第 3 版)， 1918年， 55ベージO


















を拒否した。この点，グェ・ドブ、ノレィニン (B. l.I06PhIHHH) の立場は極めて示唆的であり，
現代の多数の代表者と比べるとはるかに感じが良い。彼はつぎのように述べている。 i(原則を
叙述する)科学は，もちろん，盲目的な模倣のために指示や手法を単純に集めたものではな












(凡 )KlI.aHOB) によっても表明されていた。 i革命によって管理の国家的形態は交替し，革命
(49) ヴェ・ボドガエツキー『科学的労働組織とはなにかjJ， 1925年， 16ページ。
(50) ヴェ・ドプルイニン『企業および施設の科学的管理の基礎jJ， 1926年， 58ベージ。




































(53) エリ・ジダノフ「管理の 5 つの基本原則 I (Wホズラスチヨット~， 1922年所収) 27ページ。
(54) ドブロヴォリスキー・ソコロフ，前掲稿， 15ページ。
(5) エリ・ブィゾフ『合理化の途~， 1925年， 15~19ページ。








催直前の第 2 回全ソ科学的労働組織 (HOT) 会議一一グイピィシェフがその主要な発起者で
あり組織者であったーーがその論争に伯車をかけるかたちとなった。会議の数週間前に，定期
出版物において，当時の最もポピュラーな科学的労働組織 (HOT) 綱領が公表された。その
うちの 1 つの、わゆる {17綱領めは，ケノレジェンツェフ，プルジャンスキー，エム・ノレダコフ
(M. PYß.aKOS) そしてその他の著名な科学的労働組織 (HOT) 運動の活動家の立場を反映し





















学的労働組織 (HOT) を経済生活に普及させることが可能で、あるしまた必要なので、ある。J. と
クイピィシェフは強調したので、ある。





































































るようになり. ~科学的労働組織 (HOT)~. ~管理~. ~科学的管理〉という術語が〔以前は〕同
一概念として利用されていた〈合理化〉とし、う術語にとって代わられたのだ。
労働と管理の合理化をめざす運動は1920年代の後半にそのピークに達した。この運動におい
て大きな役割を果たしたのが，運動の課題を規定した第 1 回全ソ協議会 (1925年)と管理と生
産組織の合理化の領域における研究活動や実践活動の最初の成果を検討した第 2 回全ソ合理化
(61) W20年代の科学的労働組織:資料集J1. 1965年， 304ベージ。
(62) W第 2 回全ソノ γ ト会議ピュレティン (1924年 3 月 15 日) J1, 1924年， 36ページ。
(63) W党中央委員会の大会，評議会そして総会の決議と決定における共産党J1，第 4 巻， 18ページ。











いないのである。」ゲー・ラーキン (f. JIm倒的も同じ考えを示している。すなわち， Iもし我
々が管理機関を偶然的にではなくまた『ひと押しではなく』計画的に再編成することを望むな















(65) イー・ブールジャンスキー「合理化のなかの計画性J (IT'カザンノット研究所通報~1928年， No.6) 
1 ページ。
(66) ゲー・ラキン「工業管理機関の合理化をめざしてJ (IT'合理化をめざして~ 1929年， No. 8) 20ぺ
ーシ。
(67) 20年代後半の文献において， 1多くの人々は， ノットは特殊な科学，労働組織システムである…，
と全く誤って考えている J というような主張があらわれはじめた(エル・ラザレフ編『科学的労働組
織~， 1925年， 3 ベージ)。このような観点は他の研究者によっても示された(ヴェ・ヴェルシニン
『科学的労働組織の当面の課題~， 1928年， 3 ベージ〉。 しかし，このような戸明は20年代には少数で
あった。
(68) カー・アダメツキ，前掲書， 155~156ページO このポーランドの学者は，このような交替が科学的
には誤りであり， 1机J を「寝具」と呼びかえることに等しい，と正しく指摘している(向上書， 157 
ページ)。






I 以上の翻訳は，すなわち， ~産業と経済〉誌上を借りて 7 回(予定)に分けて翻訳紹介し
ょうとするものは， IO. JIaBpHKoB, 3. KOpHL{KH員， Dpo6JIeMbI pa3BHTH沼 TeopHHyrrpaBJIeHHH 
COL{HaJIHCT則eCKHM rrpoH3Bo江CTBOM. 2・e H3江.， .lI.orr. , H rrepepa6， λfY， 1989 の全訳である。
これは. I序文Jにおいても触れられているように， IO. JIaBpHKoB, 3. KOpHL{KH首，日p06.l1.eMbI
pa3BHTHH TeopHH yrrpaBJIeHHH COL{HaJIHCTH可eCKM rrpOH3BO江CTBOM， λfY， 1982 (ラーフリコ




ナウカ， 1986年， 190ページ) で紹介したように， 管理への政治経済学的アプローチの代表
者として有名で、もある。だが彼らは，そのようなアプローチの「限界J を認識し，現実の管
理の諸問題を一一資本主義のもとでの類似の現象との体制的相違を充分に視野に入れながら
も一一ヨリ「総合的にJ (この意味については本書をよく検討されたい)解釈し理解しよう
としているのであり，その点で彼らの主張は非常に魅力的であり，注目に値する。今回訳者
がその増補版をあえてタイトルを変えて翻訳したのは，現在に至っても，著者たちも述べて
いるように，ソ連邦でもこの種の著作が極めて少ないためであるが，それだけではなく，旧
版と比べると，新しい資料がかなりつけ加えられ，その内容が充実してきていると思われた
からである。
E 以上の翻訳については， (株)日ソ著作権センター，ソ連邦著作権協会を経て，原著者の
許諾を得ている。
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